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60
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

59
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

57

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

58
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

64

4. ほとんどいない

56
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

63
3. 利用者の１/３くらいが

55
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

62

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

61

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

54
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

平成２７年１０月１２日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

秋田市御所野下堤五丁目１番地の１

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～53で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成27年11月5日

1  自己評価及び外部評価結果

０５７２６０８９９０

法人名 有限会社　ゆう愛

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　サン・ピアでは、ご利用者様が安心して生活できますよう、一人ひとりのペース・できることに
着目し、できることを一緒に行なう支援をしております。職員は月１回の社内研修や必要に応
じての社外研修に参加し、レベルアップに努めております。社内研修は担当分野に関わる委
員会が創意･工夫を以って担当し、職員全員がホスピタリティー・まごころの精神を持って安全
なサービス提供に臨めるよう更なる意識統一を図っております。地域との交流も盛んで、地域
行事へご利用者様や職員が参加することは勿論、ゆう愛主催の行事や毎月開催の介護予防
教室へ地域の方々を招待し参加していただく関係ができております。

グループホーム　サン･ピア事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
代表者が大切にしているという、中江藤樹の五事を正す（貌、言、視、聴、思）の言葉が示さ
れ、ホーム全体にホスピタリティの精神が流れており、利用者の皆様もそれぞれのリズムを尊
重されながら、穏やかに過ごしている。開設より年数も経過していることから、様々な活動を通
じ地域に根付き、今では認知症について啓蒙する役割も担っている。法人全体においても地
域の施設を利用した行事を行い、能動的に地域参加を実現している。また、看取りの事例も
重ね、職員も力を付けてきており、利用者本人の状態を見ながら、医療関係者や家族と、そ
の時その時に連絡を取り合い、望ましい援助を行っている。

基本情報リンク先

秋田県仙北郡美郷町六郷字熊野118番地１所在地

社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団

所在地

評価機関名

評価結果市町村受理日



グループホームサン・ピア

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝
え、地域貢献している

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

運営推進会議には、行政担当として介護保険事務
所職員に出席していただき意見や助言をいただいて
いる。また管理者やケアマネジャーは、日頃から連
絡を密にしている。特にケアマネジャーは、地域ケア
会議への参加を通して、情報を得ることが出来てい
る。

地域包括支援センターとは、直接連絡を取り合い、
相談ができる体制になっている。以前には利用料の
滞納が続いた事例について相談に乗ってもらい良い
方向で解決に至ったこともある。

身体拘束しないケアを原則に取り組んでいる。やむ
をえない事由により拘束が必要な時は、十分に話し
合いをしご家族の同意をいただく決まりとなってい
る。

現在は拘束をしないことが常態であり、職員は身体
拘束について理解している。薬の影響などに関して
も、協力医にすぐ相談できる体制である。

認知症何でも相談所を設置しているほか、運営推進
会議で認知症に関する研修への参加を報告したり、
町主催のキャラバンメイト参加したりし、ご理解いた
だいている。

行事参加や事業所の取り組みを報告し、意見をいた
だいている。地域の方から協力のお言葉をいただけ
ることもあり、意見と併せて参考にできる部分は活か
している。

会議を継続してきた中で、町内会長の意識も高くな
り、災害避難訓練や炊き出し訓練などは地域から声
をかけられ共にするようになった。事業所の情報発
信に地域の回覧板を活用しては、との提案もあり、
日々の業務に活かしている。

ケア理念をリビングに掲示しており、職員は勿論ご
利用者様にも目が届くようになっている。職員会議で
理念について話し合う機会も設け、日々の実践を心
がけている。

5年前に、より実際的なものを、と皆で見直しを行い、
地域に溶け込んで、地域とともに歩を進めていきた
いと考え「笑顔・やさしさ・ゆとりある生活を・地域と共
に生きる」と理念を掲げ、朝礼時には唱和し常に心
がけ、実践につなげている。

地域行事がある時は、参加するようにしている。地
域の方々とお会いしたら積極的に挨拶をし、行事へ
のお誘いもしている。地域交流委員会による交流会
には地域の方々に参加していただけている。

地域とも長年の付き合いとなり、日常的に差し入れ
があったり、地域の児童館に利用者や地域の方々も
集まり一緒に手工芸を楽しむなどしている。また、事
業所主催で「介護予防教室」なども定期的に開催し、
地域に貢献している。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、代表者自身や管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

毎月の社内研修のほか、外部での研修にも参加し
ている。初任者研修や中堅職員向けの研修、他事
業所主催の研修にも積極的に参加している。 今年
度は、会社が費用を負担して介護職員初任者研修
の資格取得を勧めており、現在受講中の職員もい
る。

職員会議で意見を述べたり提案したりでき、管理者
が管理者会議において代表へ相談している。

月一回の職員会議で職員が意見を述べたり、提案し
たりしている。管理者は必要な事項については、管
理者会議に意見を上げ、それをもとに改善された案
件もあるなど、職員の意見が反映されている。

全体会議において個人表彰があり、やりがいや向上
心につながっている。環境や条件の整備には努めて
いるが、難しさもある。職員への説明の場は設けら
れている。

契約時はわかりやすく不足のない説明を心がけ、改
訂等があれば、その都度文書で連絡している。

年６回の運営推進会議で、ご利用者様やご家族の
意見を伺うことができている。運営に関する助言もい
ただくことができている。

会議に出席した家族の中には介護関係者もおり、避
難訓練の方法等具体的な助言を得て、実際にイメー
ジして話し合いを持ち役立てている。

年間研修計画に組まれている。日々の関わりに虐待
の要素がないか見直しながら、ケアにあたっている。

社内の年間研修計画に含まれているが、実際の活
用機会はない。

3/9 社会福祉法人　秋田県社会福祉事業団



グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや
勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

17 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

18 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

19 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

20 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

ご利用者様同士の関係にも配慮しながら、寂しさを
感じないよう関わっている。耳の遠い方には、職員
が仲介に入り会話が成立するよう支援している。

面会時の近況報告のほか、毎月末にご家族へお便
りで報告をしている。職員の力が及ばない部分に関
しては、ご家族に協力を依頼することもあり、協力体
制を築けていると感じる。

近所の方との行き来や、行きつけの店への外出が
できているほか、ご家族以外で関わりのあった方の
面会も、情報の機会として大切にしている。

比較的近隣から入居している方が多いので、行きつ
けの床屋に出かけたり、行事の時などになじみの
方々に会えたりする。家族や友人も多く訪れ、一緒
にゆっくり過ごしている。訪問時にも、家族の面会に
笑顔で居室に向かう利用者の姿があった。

ご本人の「できる」が発揮されるよう働きかけている。
一緒に生活しているという意識で関わるようにしてい
る。

入居時の介護計画には、「安心のための支援」を盛
り込み、実践している。入居されてすぐは、近くに寄
り添い傾聴し、不安や希望、思いの表出に向けた取
り組みをしている。

ご家族には、いつでも相談・要望を受けられる旨を
伝えている。面会時に要望や気になることがあれば
お聞きしている。

他事業所や病院主催の研修へ参加する機会があ
り、直接の交流は少ないにしろ、ケア方法や考え方
の違いを学ぶことができている。
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グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
22 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

23 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、生きがい、これまでのサービス利用の経
過等の把握に努めている

24 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25 （10） ○チームでつくる介護計画
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現
状に即した介護計画を作成している

26 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

27 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援してい
る

ご本人行きつけの美容院・かかりつけ医療機関を継
続して利用できるよう支援している。

介護計画に沿った記録をしており、個人記録や申し
送りから情報を共有している。モニタリングで現行の
介護計画の見直しができている。

個人記録のマーカー、日々の申し送り（ノートあり）で
速やかに現状把握できている。月末の職員会議でも
変化について報告し合っている。

申し送りや職員会議で現状やリスク、支援方法につ
いて話し合っており、介護計画に反映されている。主
治医からの指示も盛り込んだ介護計画となってい
る。

介護支援専門員・管理者が中心となり、皆で日々の
様子や言動などを確認し合い、プランに盛り込むべ
きことを相談し、作成している。アセスメントは担当職
員が行い、同時に家族にモニタリング用紙を送り返
送していただき、書かれた意見や要望も参考にし、
計画に反映させている。また、計画は日々のケアの
なかで実行されてるかお互いに確認し合っている。

意思疎通が可能な方には直接伺ったり、会話の
端々から思いや希望を読み取ったりするよう努めて
いる。その他、ご家族からの情報やご本人の現在の
状況を踏まえて、検討している。

自分で伝えることが難しい方には、家族から情報を
得たり、表情やしぐさから読み取るようにしている。そ
して何かをする前に必ず本人に確認するようにし、そ
れを繰り返す中で、次第に察する力がつき、本人本
位で関われるようになってきている。

ご家族から情報を得ることができ、個人ファイルで確
認が可能である。

地域包括支援センターのケアマネジャーと密に連携
を図りながら、切れ間なく次のサービスを利用できる
よう相談に応じ、対応した。退所時には、いつでも相
談に応じられる旨を伝えている。
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グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

28 （11）
○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつ
け薬局等の利用支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科
医、かかりつけ薬局等と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る

29 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

30 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。あ
るいは、そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている。

31 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

32 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

33 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
34 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

年二回避難訓練（日中・夜間想定）を実施し、近所の
方へ協力を依頼している。

年２回の訓練を、一回は消防署立ち会いで行ってい
る。介護度の高い寝たきりの利用者もおり、対応を詳
しく検討し、具体的な方法を確認している。近隣の住
民も協力の意思を示してくれている。

一人ひとりの人格を尊重し、プライバシー・尊厳が損
なわれることのないよう、やさしい言葉かけに努めて
いる。言葉遣いへの配慮は勿論であるが、一人ひと
りに合った伝わりやすい言葉かけに努めている。

日々様々な場面で、「五事を正す」（和やかな顔つ
き、思いやりのある言葉づかい、澄んだ目で物事を
見つめる、相手の本当の気持ちを聴く、思いやりの
ある気持ちを持って生活する）を意識し関わってい
る。例えば、立った時にすぐ声をかけるのではなく少
し時間を置いてから、他の方との距離を確認してか
ら声をかけるなど、きめ細かな配慮をしている。

職員全員が焦らず安心して支援ができるよう、医療
機関との協力体制を確保している。ご家族とも連絡
をとりながら、都度その方針・ケアの方法について職
員間で共有している。

医療機関との協力体制を作り、看取りに関する研修
も行い、事例も重ね、職員も力を付けてきている。状
態が低下してきたときには、今後の方針を話し合い、
揺れる家族の想いにも向き合いながら、その時その
時で方向性を確認しながら進めている。

年３回の救命救急講習があるほか、緊急時対応マ
ニュアルがあり、それに沿って対応することになって
いる。

毎週の訪問看護時に状態の推移を報告し、指示を
仰いでいる。体調変化・急変時に相談することも可
能である。

入院中は面会に努めている。病院での様子や状態
の変化を担当看護師から聞き、ホーム内で情報共
有している。

週一回の訪問看護、月一回の往診が受けられるほ
か、協力医療機関以外でも定期的に受診支援をして
いる。

協力医療機関からの訪問看護、往診を受けている。
希望のかかりつけ医にも定期的な受診支援を行い、
その結果を家族と共有している。また、家族が受診
対応する際にも、必要性を認めた場合には同意を得
て同行させていただくなど状態把握に努めている。
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グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

35 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

36 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

37 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

38 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

39 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

40 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

41 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

排泄チェック表を活用し、一人ひとりのパターン把握
に努めている。リハビリパンツを使用している方でも
トイレで用を足せるようご案内したり、寝たきりの方で
もその方のパターンに合わせた時間でパット交換を
したりと、不快な思いをされないよう、個人に合わせ
た支援をしている。

トイレに行ける方も多いので、できるだけトイレででき
るように、一人ひとりの排泄パターンや身体状況を把
握し、視力の低下がある方には判別しやすい工夫を
したりと、一人ひとりに応じた支援をしている。

一人ひとりの食事・水分量を把握し、脱水が心配な
方には水分表を準備し必要な水分を確保できている
か記録している。不足がある時は、管理者や訪問看
護師に報告し指示を仰いでいる。可能な限りご自分
で召し上がれるよう、食事の形態や食器の種類、提
供の仕方を工夫している。

ご自分で行なえる方には声をかけて行なっていただ
き、支援が必要な方にはお手伝いをし、口腔内を清
潔に保っている。うがいができない方には、口腔ケア
シートを使用している。

ご本人様の好みに沿いながらも、季節や場所に合っ
たものを身につけられるよう支援している。日々の整
髪やヒゲそり等は勿論、美容院へ外出し、おしゃれを
楽しめる支援もしている。

一人ひとりの食の好みを把握し、毎日とはいかない
が献立に採り入れている。季節の食材を使った料理
を心がけている。できる方には食材切りや皮むき等
の調理、食後の後片付けに参加していただき、必ず
感謝の言葉を伝えている。

メニューは予定したものではなく、その日冷蔵庫にあ
るもの、頂きもの…即ち旬の物や利用者の希望を取
り入れて作っている。時には予め希望を聞いてバイ
キング形式で提供したり、外食に出かけラーメンや
回転寿司を食べるなど、食事が楽しめるよう工夫し
ている。

日々の会話の中から思いや希望を引き出せるよう努
めている。答えやすい質問にしたり、選択肢を用意し
たり、一人ひとりに合った自己選択の方法を取るよう
工夫している。

一人ひとりの生活のペースを把握している。予定の
時間に声かけはするが、そのときの気分や状態に合
わせて個人のペースで過ごせるようにしている。強
制的な声かけをしないよう努めている。
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グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

43 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合
わせて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜
日や時間帯を決めてしまわずに、個々にそった
支援をしている

44 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

45 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解に努めており、医療関
係者の活用や服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

46 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

47 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。又、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

季節を感じられるよう、イベントや外出を起案し、お
誘いしている。家族のイベントがある時には、ご家族
の協力の下外出や外食をしていただいている。地域
行事へも参加することができ、協力を得られていると
感じる。

イベントや行事によるものの他にも日常的に事業所
周辺の散歩を取り入れたり、ドライブに出かけアイス
クリームを食べたりと、外出の機会は多い。地域の
事情に詳しい入居者の方から、職員が道を教えられ
る場面などもあり、日常生活の彩となっている。

薬状をファイルしてあり、いつでも確認できるようにし
ている。服薬時には、誤りのないよう、誰のいつの薬
か読み上げて確認している。体調・症状に変化が見
られるときは、訪問看護師へ相談できる。

全員とはいかないが、一人ひとりの力に合わせた役
割を持っていただいている。また、体調を観察しなが
らではあるが、嗜好品をあきらめなくても良い工夫を
している。知り合いに会いに行ったり、気分転換に出
かけることもできている。

定期的な入浴のため、目安とする日に声をかけてい
るが、ご本人の体調や希望によってはその限りでは
ない。入浴前には必ずバイタル測定・体調確認をし
ている。寝たきりの方でも、体調をみてシャワー浴や
ベッド浴ができるよう工夫している。

一週間に2回は入浴できるよう、入浴に消極的な方
へは声掛けの工夫をし、入っていただけるよう支援し
ている。足浴・清拭などで対応したり、浴槽の利用が
難しい方にはベッド浴も行い、気持ち良く過ごせるよ
う支援している。現在リクライニング車いすの導入を
考えており、身体的な介護度の高い方にも楽にシャ
ワーを使っていただけるよう予定している。

開所より年数を経過し、介護度が高く寝
たきりの方もいることから、様々な工夫
を重ね気持ちよく過ごしていただけるよ
う支援している。今後も入居者の介護
度は高くなっていくことが予測されること
から、予定されているリクライニング車
いすの導入など、環境の工夫、介護技
術のさらなる研鑽により、利用者・介護
者双方にとって安心安楽な入浴の体制
を作られることを希望する。

寝具はいつも清潔に保ち、照明や室温、掛け物の量
を調整している。夜間快眠のために、日光浴の支援
や、体調や疲れの状況に合わせてお休みいただけ
るような声かけをしている。

認知症と便秘の関係性も念頭に置きながら、繊維を
含む食材や乳製品、果物の活用の他、体操やマッ
サージで排便を促す工夫をしている。排便が滞らな
いよう、下剤での調整もしている。
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グループホームサン・ピア

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

48 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

49 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

50 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感を採
り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

51 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

52 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

53 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

安全に「できること」を続けられるよう、妨げとなり得
るものや危険を及ぼすものは寄せている。場所（トイ
レ等）の表示や居室の表札で「わかる」を保てるよう
にしている。

各居室は勿論、リビングのソファ・玄関や廊下の長
椅子等が、ご利用者様同士のお話の場となってい
る。トラブルや危険がない限り、必要以上に干渉せ
ず見守りをし、心置きなく話したり過ごしたりできるよ
う配慮している。

寝具や家具、その他身の回り品は、使い慣れたもの
を継続して使用できている。ご家族の写真や思い出
のあるものを飾っている方もおられる。

家具・寝具は使い慣れたものを持ち込むことができ、
部屋は本人の趣味を活かした設営がされていたり、
写真が飾られていたりと、本人にとって居心地の良
い居室となるよう配慮されている。ベッドは本人の身
体状況に合わせて手すりなども備えつけられてい
た。

ご自分から電話したいと希望されることは少ないが、
荷物が届いたときや電話が来た時を機会に、お話し
ていただけるよう取り次いでいる。希望があればい
つでも支援が可能である。

ご利用者様の目、耳、肌に優しい空間を心がけてい
る。不自然な印象を受けるものは置かず、館内を清
潔に保つことは勿論、こまめな換気やカーテンによ
る採光調節、臭い対策として消臭芳香剤の活用をし
ている。装飾や花で季節を感じられるよう工夫してい
る。

共用のスペースには床暖の温かみが足元から立ち
上がりほっこりした気持ちを呼び起こしている。暖房
に伴う乾燥にも注意し、湿度計が全室に準備され、
定期的にチェック対応している。季節の装飾品なども
さりげなく置かれ居心地の良い、安心して過ごすこと
のできる空間となっている。

トラブルの危険がない限り、金銭の所持は制限して
いない。事業所預かりの方が大半であるが、希望に
応じて職員と買い物に出掛けたり、見守りの下ご自
分で支払いをすることもできる。
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